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桐⾕さんが選ぶ安⼼優待 廃⽌リスク低い銘柄の条件は 

個⼈投資家に⼈気の株主優待ですが、今年はコロナ禍による企業業績悪化の影響で、廃
⽌・縮⼩されるケースが増えています。そこで今回は、900以上の銘柄を保有する桐⾕
さんが「廃⽌・縮⼩のリスクが低い」と考える10銘柄を聞きました。

■優待を⻑く続けている銘柄から選ぶお値打ち株

どうも、桐⾕です。株主優待の廃⽌・縮⼩が続きますね。私が考える廃⽌・縮⼩リスクの低
い優待銘柄とは、⻑期で実施している上で、(1)優待品が⾃社製品・サービス(2)業績がいい
企業(3)地⽅の企業で地元企業の産品が優待品──のいずれかに該当する銘柄です。

1つ⽬の「⾃社製品・サービスの優待」は、低コストで優待品を調達できる上に、⾃社製品な
どの宣伝にもなるというメリットがあります。2つ⽬の「業績がいい企業の優待」は、業績が
いいなら優待を廃⽌する理由がないから。3つ⽬の「地⽅企業の地元産品優待」は、地元企業
とのお付き合いもあり、そう簡単に優待をやめるわけにはいかないだろうという⾒⽅です。

記事利⽤について

ホクト（右）、⽯井⾷品（中央）、シノブフーズの優待品を持つ桐⾕さん

http://pr.nikkei.com/share/?n_cid=REPRT001
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今回は、20年前後の⻑期にわたり優待を実施し、この3条件のいずれかに合致する銘柄を選
びました。コード順に紹介していきます。

20年以上優待を続けるホクトは⾃社商品のセットが優待品。以前はキノコが届き、料理をし
ない私は往⽣しましたが、今はレトルトセットなども選べます。

次はサッポロホールディングス。上場しているビール⼤⼿は3社ありますが、20年前から優
待を実施しているのはサッポロだけなんです。当初は⽸ビールに交換できる券でしたが、今
はビールセットや、ビール以外の飲料・⾷品などから選べます。競合他社も優待を実施して
いますから、やめにくいと思います。

⽯井⾷品も20年前から優待を実施。⾃社製品セットですが、私は⻑期保存ができる⾮常⾷を
もらっています。今は災害に備え⾃分で⾮常⾷を買う⼈もいるぐらいですから、こういう優
待もありがたいですね。

シノブフーズの優待はおいしいと評判ののりです。こちらも20年前から実施。最近は⻑期保
有優遇制度を導⼊しています。

https://www.nikkei.com/nkd/company/?scode=1379
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■20年間で優待が進化

⻄松屋チェーンは業績がよくて注⽬を浴びていますね。株価が⾼いので選ぶべきか迷ったの
ですが、ここも20年前から優待を続けています。20年前は2000円の買い物で使える200円
券10枚。それが今は1000円分の買い物カードが年2回と使い勝⼿がよくなりました。

飲⾷店は⾚字が⼼配ですが、コロワイドは今年3⽉、コロナ禍の中で優待を臨時に増額。⼼意
気ですね。こちらも20年前から続く優待で、株主重視の姿勢は変わりません。

タカノも優待を⻑く実施しています。ここは⻑野県の会社で、地場企業製品が優待品のパタ
ーンです。

芙蓉総合リースは優待実施期間が⼗数年と、唯⼀、20年に届かないのですが、今期増益、16
期連続増配の⾒通し。業績が好調な企業です。配当利回りは3%あり、優待はカタログギフト

注:データは10⽉6⽇時点。同内容の優待が年2回ある場合は1回分を掲載。記載以外の優待がある場合は「〜」と表記。利回り
は優待を取れる最低単元の場合で計算。配当の「ー」は無配

https://www.nikkei.com/nkd/company/?scode=7545
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この書籍を購⼊する（ヘルプ）: Amazon.co.jp 楽天ブックス

か図書カードから選べます。

ANAホールディングスの優待も⻑いですね。交通機関は乗客が少なくても⾶⾏機や電⾞を動
かさなくてはならない。それを考えれば優待も廃⽌されないのではないかと。「Go Toキャ
ンペーン」で客⾜も戻りつつあるようなので⼊れました。

サックスバーホールディングスはバッグの会社で、以前に私が使っていた⼤きなリュック
は、こちらの優待でもらったものでした。100株だと優待品は決まってしまいますが、1000
株以上なら4種類の品物から1つ選べます。選択の対象になる商品も毎年変わり、私は今年、
キャリーバッグをもらいました。

■はみ出しコラム「記憶に残る優待廃⽌」

最も記憶に残るのは、上場廃⽌になった⽇本航空（2012年に再上場）です。バブルの
頃から株主で、広島に帰省する際に優待を使ったりしていました。⽇本エアシステムと
いう会社の株も持っていたのですが、ここが⽇航に吸収されたため、⽇航株をたくさん
持っていたんです。2010年の上場廃⽌前、株価は下がっていたのですが、私は株価が
下がるとナンピンする癖があるようで……。⽇航株を買い増したんです。そして破綻、
上場廃⽌。リーマン・ショックから⽴ち直ろうという時期だったので、本当にこたえま
した。他にも京樽、北の家族でも上場廃⽌を経験しました。そんなつらい経験をしてい
ますから、優待が改悪されて株価が下がっても、動じないようになりました。

桐⾕広⼈（きりたに・ひろと）
元プロ棋⼠（七段）。1984年の失恋をきっかけに株式投資を始める。現在900以上の優待銘柄を保
有し、その優待品で⽇々の⽣活をほぼ賄っている。癒やされる⼈柄も⼈気の理由。71歳。

(佐藤由紀⼦）

[⽇経マネー2020年12⽉号の記事を再構成]

⽇経マネー 2020年12⽉号 秋相場は⼤化け期待の中⼩型
株を狙え︕ 最強の成⻑株
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